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新座市の地域福祉に関するアンケート 
～地域福祉担い手調査へのご協力のお願い～ 

 

日頃から、市政にご協力いただきありがとうございます。 

新座市及び新座市社会福祉協議会では、平成２９年３月に「支え合い、つながり合い、

安心があり、支え合いを支えるまち にいざ」を基本理念とする「第３次新座市地域福

祉計画・新座市社会福祉協議会地域福祉活動計画」を策定しました。 

このたび、次期計画の策定に当たり、地域福祉活動に携わっている皆さまに対し、現

行計画の評価及び今後の福祉のまちづくりの課題等に対するお考えを聞かせていただく

ためのアンケート調査を行うこととしました。 

この調査は、民生委員・児童委員、町内会・社協支部関係者をはじめ、地域福祉推進

協議会などの地域福祉活動に携わっておられる様々な方を対象としています。そのため、

すでにご存知である事柄についての認知度をおたずねする設問もありますが、ご理解く

ださい。 

調査は無記名であり、ご記入いただいた内容については統計的に処理し、調査の目的

以外で使用することは一切ありません。 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、何とぞ趣旨をご理解いただきご協

力くださいますようお願いいたします。 

  令和３年１１月 

                        新座市長  並 木  傑 

         社会福祉法人 新座市社会福祉協議会会長  小 川  清 

 

１ 調査の方法 

（１）質問の指示に従って、当てはまる回答の番号に○をつけてください。また、

「その他」を選んだ際には、その内容を（ ）内にご記入ください。なお、答

えたくない問がある場合は、その問は無記入としていただいても差し支えあ

りません。 

（２）同封の封筒で１２月７日（火）までにご返送ください（切手不要）。 

２ 問い合わせ先 

 新座市 総合福祉部 福祉政策課 福祉政策係 

 電 話 ０４８-４２４-４６９３（直通）／ＦＡＸ ０４８-４８２-５２２１ 

 社会福祉法人新座市社会福祉協議会 地域福祉課 地域福祉係 

 電 話 ０４８-４８０-５７０５（代表）／ＦＡＸ ０４８-４８１-３４８８ 

 

まさる 
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あなた自身のことについてうかがいます 

問１ あなたのお住まいの地区はどちらですか（事業者の方は、事業所の所在地）。 

１ 東部第一地区（池田、道場、片山、野寺） 

２ 東部第二地区（畑中、馬場、栄、新塚） 

３ 西部地区（新堀、西堀、本多、あたご、菅沢、野火止１～４丁目） 

４ 南部地区（石神、栗原、堀ノ内） 

５ 北部第一地区（東北、東、野火止５～８丁目） 

６ 北部第二地区（中野、大和田、新座、北野） 

 

問２ あなたは、次のどの組織に所属していますか。当てはまるもの全てに〇をつけてください。 

 １ 民生委員・児童委員協議会 

 ２ 保護司会 

 ３ 町内会・社協支部・自主防災会 

 ４ 小中学校ＰＴＡ・保護者会 

 ５ 福祉関係機関・事業所・ＮＰＯ法人 

 ６ 老人クラブ 

 ７ 地域福祉推進協議会 

 ８ 第１層協議体・第２層協議体 

 ９ 市の福祉関連委員会 

10 その他（上記のいずれにも当てはまらない方） 

 

問３ あなたがお住まいの地域について、何か気がかりなことはありますか。 

次の中から当てはまるもの全てに○をつけてください。 

１ 近所付き合いに関すること  ９ 低所得など生活困窮者の支援に関すること 

２ 子どもを育てる環境に関すること １０ 外国人に暮らしやすいまちづくりに関すること 

３ 障がい者の生活支援に関すること 1１ 子どもや高齢者等への虐待に関すること 

４ 高齢者の生活支援に関すること 1２ 防犯に関すること  

５ 青少年の育成に関すること  1３ 防災に関すること 

６ 健康づくりに関すること  1４ ごみの減量など生活環境に関すること 

７ 生きがいづくりや社会参加に関すること 1５ 自然環境や歴史・文化の保護に関すること 

８ 孤立の防止に関すること  1６ その他（            ） 

 

 問３-１ 問３で回答した気がかりなことについて、具体的なことがあれば記入してください。 
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あなたの活動について 

問４ 新型コロナウィルス感染症の感染拡大によって、あなたが行う活動はどのような影響を受け

ましたか。 

１ 通常どおりの活動ができている ３ 活動ができない状況になっている 

２ 活動に制約や影響を受けている ４ その他 

 

 問４-１ 上記で答えた影響について、具体的に記入してください。 

 

 

 

問５ コロナ禍による新しい生活様式の普及に伴い、あなたが行う地域活動は、今後どのような点

に配慮して、または変わっていくべきだとお考えですか。具体的に記入してください。 

 

 

 

問６ コロナ禍以外の課題についてうかがいます。活動の中で感じている問題点や課題は何ですか。

次の中から主なもの３つに○をつけてください。 

 １ 活動メンバーや会員が少ない  ８ 活動場所が少ない 

 ２ 会員の高齢化が進んでいる  ９ 日頃の活動拠点が確保できない 

 ３ 役員のなり手がいない  １０ 活動をＰＲする手段が少ない 

 ４ 新しい会員が増えない  １１ 他団体との情報交換の機会がない 

 ５ 会員の労力や事務的負担が大きい １２ その他（           ） 

 ６ 会員の経済的負担が大きい １３ 今のところ課題や悩みはない  

 ７ 活動資金が不足している  

 

問７ あなたは、ご自分の活動を進めるための拠点について、どのようにお考えですか。 

次の（１）～（２）について、一つずつお答えください。 

 
とても 

そう思う 

どちらかと 

いえばそう思う 

そうは 

思わない 

（１）既存の公共施設等を利用することで活動場

所は確保されている 
１ ２ ３ 

（2）新たに活動の拠点となる場や施設が必要

であると感じている 
１ ２ ３ 

 

 問７-1 どのような活動の拠点が必要だと感じていますか。拠点で活動したい内容や拠点に必要

な機能、条件などを具体的に記入してください。 
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現行計画の取組に対する評価について 

問８ あなたは、新座市及び新座市社会福祉協議会が平成２９年３月に策定した「第３次新座市地

域福祉計画・新座市社会福祉協議会地域福祉活動計画」について、ご存知ですか。 

１ 知っている  ３ 知らない 

２ 名前は聞いたことがある 

 

問９ 現行の地域福祉計画・地域福祉活動計画（平成２９年度～令和３年度）では、次のように４

つの目標とそれを実現するための１３の取組を掲げております。あなたは、これらの取組につ

いてどのようにお考えですか。次のNo.１～No.１３の平成２９年度以降の評価について一つず

つお答えください。 

 

 

 

目標１ 住民同士が気軽にあいさつし、自然な支え

合いのできる地域をつくる 

と
て
も
進
ん
だ 

や
や
進
ん
だ 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

あ
ま
り 

進
ん
で
い
な
い 

ま
っ
た
く 

進
ん
で
い
な
い 

No.１ 町内会、社協支部及び地域福祉推進協議会の活動

の促進 
１ ２ ３ ４ ５ 

No.２ 誰もが必要な支援を受けられる地域をつくる １ ２ ３ ４ ５ 

No.３ 地域と連携して展開する専門的・総合的相談支援 

体制の確立 
１ ２ ３ ４ ５ 

 

目標２ 様々な活動が躍動し、つながる地域をつくる 

No.４ 地域福祉の担い手が活動しやすい地域づくり １ ２ ３ ４ ５ 

No.５ 身近な地域で活躍するボランティア活動・ＮＰＯ

の育成 
１ ２ ３ ４ ５ 

No.６ 福祉施設や事業所、ＮＰＯを組み込んだ地域ネッ

トワークの形成 
１ ２ ３ ４ ５ 

 

目標３ 誰もが共に学び育ち、いつまでも暮らせる地域をつくる  

No.７ 地域全体で共に学び育つ環境づくり １ ２ ３ ４ ５ 

No.８ 多様なつきあいができる居場所をつくる １ ２ ３ ４ ５ 

No.９ 誰もが安心して外出できる地域をつくる １ ２ ３ ４ ５ 

 

  



 5 

 

 

 

 

目標４ 安全・安心のまちをつくる 

と
て
も
進
ん
だ 

や
や
進
ん
だ 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

あ
ま
り 

進
ん
で
い
な
い 

ま
っ
た
く 

進
ん
で
い
な
い 

No.１０ 商店街や民間事業者との連携による安心のまち 

づくり 
１ ２ ３ ４ ５ 

No.１１ 自立と尊厳が守られ、ＳＯＳを出しやすい地域

づくり 
１ ２ ３ ４ ５ 

No.１２ 災害に対して安心できる地域づくり １ ２ ３ ４ ５ 

No.１３ 地域ぐるみによる防犯活動の強化 １ ２ ３ ４ ５ 

 

問１０ あなたは、今後、どの分野の施策を重点的に推進するべきだと思いますか。前ページのNo.1

～No.1３までの中から主なものを３つまで選んで、その番号をお書きください。 

 

 

 

 

 

地域福祉推進協議会や地域福祉地区活動計画についてうかがいます 

新座市では、市内６地区において町内会や地域の関係団体等から組織される「地域福祉推進協議会」

が設置されています。また、各地区では、住民が主体となって推進するための「地域福祉地区活動計画」

の策定を進めています。 

問１１ あなたは、ご自分の地区で地域福祉地区活動計画が策定されていることをご存知ですか。 

（※西部地区は現在策定中です。) 

１ はい  ２ いいえ 

 

問１２ あなたは、ご自分の地区に地域福祉推進協議会があることをご存知ですか。 

１ はい  ２ いいえ 

 

 問１２-１ ご自分の地区の地域福祉推進協議会の活動状況についてどのように思いますか。 

１ とてもよく活動している  ３ あまり活動していない 

２ どちらかというとよく活動している ４ まったく活動していない 

 

 問１２-２ ご自分の地区に地域福祉推進協議会ができたことによって、地域における支え合い

は進んだと思いますか。 

１ 大いに進んだ  ３ 特に変わっていない 

２ やや進んだ  ４ わからない 

  

 次ページに続く 
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 問１２-３ 特に、どのようなことが進んだと思いますか。具体的に記入してください。 

 

 

 

 

 

 問１２-４ 地域福祉推進協議会の活動に関し、どのようなことが課題となっていますか。 

 

 

 

 

 

問１３ 今後、地域福祉推進協議会は、どのような活動に特に力を入れていくべきだと思いますか。 

 

 

 

 

 

問１４ 安心して暮らせる支え合いの仕組みづくりのために、あなたの地域ではどのような取組を

行っていく必要があると思いますか。次の中から主なもの３つに○をつけてください。 

 １ 福祉に関することが何でも相談できる窓口 

 ２ 日常的な交流機会を持つ（お茶のみ会など） 

 ３ 障がい者など支援を必要とする人に関する意識啓発活動 

 ４ 地域の福祉活動や支え合いに関するＰＲや啓発活動 

 ５ 災害やごみのことなど具体的なテーマで話し合う機会を持つ 

 ６ 若い人や新たに転入してきた住民が参加できる機会を持つ 

 ７ 福祉活動の経験や知識をいかし相談を受けることのできる人の育成確保 

 ８ ボランティアの育成 

 ９ 地域活動の担い手やリーダーの育成 

１０ 活動するための資金づくり（バザーや資源回収など） 

１１ ＮＰＯなどの市民活動団体の育成 

１２ 町内会や自治会等による地域活動の促進 

１３ 誰でも集える地域福祉活動の拠点 

１４ 福祉施設・企業や商店による福祉活動の促進 

１５ 学校と地域との連携による福祉活動の促進 

１６ 孤立の防止に関する活動の促進 

１７ 住宅に困窮し、日常の自立生活に不安のある人への支援 

１８ 生活困窮者等への就労支援 

１９ 経済的な理由や言葉の壁などで教育を受けられない子どもへの支援 

２０ その他（                          ） 

 

 次ページから 
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成年後見制度などについてうかがいます 

 

問１５ あなたは、成年後見制度をご存じですか。 

※ 成年後見制度とは、認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で判断能力の不十分な方々

に代わって、後見人等が財産を管理したり、契約を結んだりして、保護や支援する制度です。 

１ 制度の内容を知っていた 

２ 名前は聞いたことがあるが、制度の内容は知らなかった 

３ 名前も制度の内容も知らなかった 

 

問１６ あなた、もしくはあなたの家族・知人が次のような状況になった際に、成年後見制度を「利

用したい」あるいは「利用をすすめたい」と思いますか。 

 
利用したい・利用を

すすめたいと思う 
思わない 

（１）金銭管理や財産管理などに際しての判断

が難しくなったとき 
１ ２ 

（２）売買契約や不動産契約に際しての判断が

難しくなったとき 
１ ２ 

（３）福祉サービスの利用や医療機関への入院

の手続きが難しくなったとき 
１ ２ 

 

 問１６-１ 「成年後見制度を利用したい」あるいは「利用をすすめたい」と思ったとき、どのよ

うなことで困ると思いますか（複数回答可）。 

１ 制度の詳しい内容がわからない ４ 誰が申請できるのかわからない 

２ 手続の方法がわからない  ５ 相談先がわからない 

３ 費用がいくらかかるのかわからない ６ その他（           ） 

 

問１７ あなたは、「市民後見人」をご存知ですか。（※市民後見人とは、本人と親族関係がない専

門職以外の人で、成年後見制度に関する一定の知識や技術を身に付けたうえで、家庭裁判所

から選任された成年後見人等のことです。） 

１ 制度の内容を知っていた 

２ 名前は聞いたことがあるが、制度の内容は知らなかった 

３ 名前も制度の内容も知らなかった 

 

問１８ あなたは、「市民後見人」になってみたいと思いますか。 

１ なってみたい  ３ なりたいとは思わない 

２ 条件が整えばなってみたい  ４ わからない 
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地域福祉推進に向けたご意見についてうかがいます 

最後に、これからの福祉のあり方や暮らしやすい地域づくりについて、ご意見やご提案がありま

したら、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ご協力いただきましてありがとうございました。誠に恐縮ですが、この調査票は１２月７日（火）

までに返信用封筒（切手不要）に入れて返送してくださるようお願いいたします。 


